
「鋼製防火戸に関する手引き」表記の訂正について

令和 3年 3月発行の「鋼製防火戸に関する手引き」につきまして、
下記の 2ヶ所において誤表記がございましたので、訂正してお詫び申し上げます。

　　　　　　　令和 3年 10月
一般社団法人　日本サッシ協会
　　　　　　スチールドア部会

『2569 号』を
『2564 号』に訂正

誤表記 訂正表記 訂正内容

P6

6

（２）新規追加された項は下表による。
項番号 概要

第3項

主要構造部を耐火構造とした建築物の2以上の部分が当該建築物の吹抜きとなっ
ている部分その他の一定の規模以上の空間が確保されている部分（以下この項
において「空間部分」という。）に接する場合において、当該2以上の部分の
構造が通常の火災時において相互に火熱による防火上有害な影響を及ぼさない
ものとして国土交通大臣が定めた構造方法を用いるもの又は国土交通大臣の認
定を受けたものである場合においては、当該2以上の部分と当該空間部分とが
特定防火設備で区画されているものとみなして、第1項の規定を適用する。
　※一定規模のアトリウムがあれば、アトリウムを挟んだ2つの部分に面積区画
　　を設けなくても良いという規定だが、竪穴区画を免除しているわけではな
　　いので、竪穴区画も免除するには全館避難安全検証法による確認が必要と
　　なる。

第12項

3階を病院、診療所（患者収容施設がある場合）又は児童福祉施設(入所する者
の寝室がある場合に限る)の用途に供する建築物のうち、階数が3で、延べ面積
200㎡未満の場合、
　　竪穴とそれ以外の部分を遮煙防火設備で区画
　　　　※居室、倉庫等にスプリンクラー を設置した場合：
　　　　　遮煙10分防火設備で区画すればよい。
　　　　　10分防火設備については、令和2年告示第198号により例示仕様が
　　　　　規定された。大臣認定制度は規定されていない。

第13項
3階を法別表第１（い）欄　⑵項に掲げる用途：ホテル、共同住宅等（病院、
診療所又は児童福祉施設等を除く）に供する建築物のうち、階数が3で延べ面
積が200㎡未満の場合、
　　　　※間仕切り壁又は戸（ふすま及び障子等以外）で区画で良い。

第14項
竪穴部分及びこれに接する竪穴部分を1つの竪穴と見なしてよい。
     条件：（耐火建築物または136条の２第1号ロ若しくは第2号ロの建築物）
　　　　　壁・天井（下地含む）が準不燃材料。または両竪穴部分が用途上
　　　　　区画できない場合。

以下、省略　第3項の挿入により、それ以降の項番号は1つずつずれた。

５．従来から継続する規定（主として耐火建築物に関する規定）

防火設備
の性能 建築物の分類 使用部位 基準法・施行令 告示

構造規程
20分 
1号防火

耐火建築物
準耐火建築物

外壁で延焼のおそれ
のある部分

法第2条第九号の二ロ
令第112条第19項第1号 告示第1360号

20分 
2号防火

耐火建築物
準耐火建築物

竪穴区画
地階又は3階以上の階に
居室を有するもの

法第2条第九号の二ロ
令第112条第11項（竪穴）
令第112条第19項第2号

告示第1360号
告示第2564号

60分 
1号防火 耐火建築物

面積区画
1500m2以内
※スプリンクラー設置部分
　の1/2は算定外

令第112条第1項（面積）
令第112条第19項第1号

告示第1369号
告示第2563号

60分
 2号防火 耐火建築物 竪穴区画

異種用途区画

令第112条第11項（竪穴）
令第112条第18項（異種用途）
令第112条第19項第2号

告示第1369号
告示第2569号

※1号防火とは、令第112条第19項に規定する遮煙性能を有しないもの。
　 2号防火とは、令第112条第19項に規定する遮煙性能を有するもの。



誤表記 訂正表記 訂正内容

P173

以上

『75 分間』を
『90 分間』に訂正
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